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　福井県では、本県出身の白川静博士の功績にちなみ、特色ある漢字教育を実践している方や、漢字文化の普及や生涯学習
の推進に貢献している方、ならびに漢字に親しむ小・中学生を全国から公募、表彰しています。今回、11都道府県から405
点の応募があり、令和 4年11月 27日（日）、福井県立図書館において表彰式が行われました。

白川静漢字教育賞白川静漢字教育賞白川静漢字教育賞白川静漢字教育賞

1　実践の概要
　白川静先生や白川文字学について、数多くの講演を行い、県内外にそ
の魅力を発信した。また、いろいろな自作のゲームやクイズを作り、漢
字あそび大会を開催したり、ゲームの作り方に関する講座を行ったりし
た。他にも、ウォークラリーをしながら楽しく漢字を学べるような取組
や、学校だよりや校内掲示板に漢字コーナーを設けるなどして、漢字の
面白さを発信し続けている。

2　実践の内容                                                       
（1）白川文字学編                          　　    　  
　白川文字学について学び、内容に興味をもち、白川静先生の生き方を
知り、感銘を受け、その内容や魅力をできるだけ分かりやすいようにまと
め、自らが講師となって学校や公民館等で講演した。

（2）漢字あそび編 
　古代文字を含めた漢字のゲームやクイズを作り、公共施設や学校等
で、漢字あそび大会を開催した。また、ゲームの作り方に関する内容
について、教員や子ども、親子対象等に講座を開催した。こうした取
組の内容をまとめ、『福井発オモシロ漢字教室』として全国出版した。

他にも、校舎内をまわりながら楽しく漢字を学
べるような取組や、今年の一文字や干支に関す
る掲示、学校だよりや校内掲示板に漢字コーナー
を設けるなどした。

3　実践の成果 
  学校での漢字学習は、新出漢字を「見て、書いて、覚える」という
単調な学習の繰り返しになりがちで、漢字嫌いな者を作ることにも
なった。しかしながら、漢字の成り立ちを知り、漢字どうしのつなが
りを理解することや、クイズやゲームの要素を取り入れ、年齢層に応
じた漢字に慣れ親しむ方法をとることは、知的好奇心を刺激し、学び
に向かう意欲を高めるためにも、大変効果的であった。
　大人も子どもも「楽しみながら遊んでやろう」、これがまさしく漢
字力向上の秘訣である。
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（白川文字学編・漢字あそび編）

福井県　南越前町立南条小学校校長
今村　公一	氏

　白川静先生が他界されて今年で 16 年になります。しかし、
白川先生のお名前は、ますます輝いています。先生のお名前
を冠した「白川静漢字教育賞」は、早いもので第 9 回になり
ました。一般の部には、今年は県の内外から応募が 11 件あり、
数は多くないものの、それぞれ熱意と創意工夫のこもった実
践で、審査員一同、感銘を受けました。
　一般の部は、今年度は 4 点を選ばせていただきました。1 回
目の応募で見事に受賞された方もいれば、何度も応募された
あとに受賞された方、僅差で受賞を逃された方もいらっしゃい
ます。私ども審査員も、毎年の審査のたびに、応募者の皆様
の報告を精読することで、勉強させていただいております。審
査の仕方や評価の基準も、改良に努めております。
　審査をして感じるのは、白川文字学を活用した漢字教育は、
本当に可能性の幅が広い、ということです。毎年、皆様からの
応募の実践を審査するたびに、なるほど、その手があったか、
と驚きや発見があります。開拓途上や未発掘の実践も、まだま
だ多いはずです。皆様のご応募をお待ちしております。
　最後に、すべての応募者の皆様に、お礼を申し上げます。
ありがとうございました。

一般の部  講評（選考委員：加藤	徹	氏）

選考委員（敬称略）
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　　　子どもたちの知的な関心を高めるため、クイズやゲームを通じて自
然に漢字への興味・関心を高め、白川文字学を活用して楽しく漢字を学習
する方法が開発されている。今村氏は長年、白川文字学による漢字学習の
普及に多大の貢献をなされてきた方であり、本実践でも、今村氏が福井県
教育庁で「白川文字学」関連講座の講師をつとめていたころに獲得された
知見や、児童・生徒に白川文字学を興味深く学ばせる手法や読物を開発し
てきた経験が、縦横に活かされている。

講 評

一般の部一般の部

（講評：加藤	徹	氏）

※	令和4年10月、福井県庁にて
選考委員会を実施しました。



　さまざまな理由で学校で学ぶことができない子供達がいる。そして、
ウイルスが出現し突然学校が休みになることもある。学習意欲はあるが

「学校に行けない」「学校に行きたくない」子供達はどうやって学べばよ
いのだろう。「学校に行かなくても」学べる環境を用意しておかなくて
はならない時代になっている。
　2年半前、コロナで自宅待機中の新小学1年生向けにYouTube配信を始め、
これまでに 115 本配信した。学校や学習塾から配信された低学年向けの動
画もあったが、どれも真面目一辺倒で笑顔がなく、硬いものだった。
　私は気軽に視聴できて、元気と笑顔と学びの「きっかけ」を子供達に届
ける内容と構成を目指した。①こども向けオリジナルキャラクターの登場 
② 1 動画 1 漢字 ③ 1 動画 5 ～ 10 分 ④ 1 ～ 2 週間に 1 動画のアップ ⑤オリ
ジナル漢字カードを用いた成り立ちの説明 ⑥複数の成り立ちの紹介 ⑦低
学年向けに顔出し ⑧笑顔で話しかける、などを工夫した。
　「YouTuber ？！」と揶揄されることも
あったが、私は「学校に行けない」子供
達のためのボランティアの漢字教育活動
に、子供達が親しみやすいツールとして
YouTube を採用したに過ぎない。
　登録者は現在 4 ～ 5 クラス分の 170 名
となった。学校に行けなくても学習意欲
を持続させられる「次のツールはなんだ
ろう？」と日々試行錯誤している。

　漢詩は、漢字文化の一つとして親しまれてき
たが、学校教育・詩吟・漢詩創作等で、平仄や
押韻等の漢詩の規則は知識として実際に感じ
取れないものとされている。また、漢詩吟詠で
は、漢字音直読も愛好されてきたが、日清戦争
以降、敵性文化と退けられた一方、漢文訓読
で悲歌慷慨し愛国主義に訴えるものの多い詩
吟は文化芸術活動として生き残っている。平仄や押韻を新しい吟詠で表現
したい。直読吟詠に存在した悲歌慷慨型だけでない吟詠を認知させたい。
こうした思いで、『日中 2 か国語詩吟』の作品を Web 上に発表してきた。
  音声面の旋律は詩の内容と漢字の声調に沿った中国の伝承吟誦のものを
主とし、その旋律にあう伴奏をつける。構成は、その旋律による中国語お
よび日本語漢字音での吟誦と、その伴奏上での漢文訓読歌詞での歌唱とし
てきた。現代中国歌曲は声調無視の音楽優先であるが、伝承音楽等では
各漢字の声調に沿った旋律で歌われてきた。中国語吟誦と同じ旋律で中国
語中古音を留め入声字を識別できる日本語漢字音による吟誦を行うことで、
日本詩吟では感じ得ない平仄配置が生み出すリズムと旋律のおもしろみを
体感できる。逆に、入声音が消失した現代中国吟誦教育では、入声字の歌
い方を「短く急に止める」と指導しているが、更に強調して喉内入声字韻
尾にはｋ、舌内入声字韻尾にはｔ、唇内入声字韻尾にはｐを加えて歌うこと
で、現代中国語でも入声音を体感できる。
　映像面では、平仄・入声・押韻等を色分けした歌詞表示や現代中国語の
声調の動きにあわせた旋律となっていることを示す五線譜等によって、音
声面での体感を補助している。

　　　 インターネットという現代的な媒体を活用し、中国語の声調をメロ
ディーに活かした詩吟を採譜・編曲して日中両国語で歌う、という画期的か
つ国際的なコンセプトの実践である。狭義の「漢字教育」からはややはずれ
るかもしれないが、「漢字文化の普及」の観点から特別奨励賞をさしあげたい。

講 評

YouTube漢字教室
―学校に行けなくても学べる環境を―

東京都　会社員
植木　ゆりこ	氏

　　　 それぞれの動画は、視聴者である子どもたちや保護者に配慮し、き
め細かく作り込まれている。コロナ収束後も、世の中で授業や講座のオン
ライン化の動きは止まることはないと考えられる。今後、更にどのような
進展を見せてくれるか、期待したい。

講 評

一般の部  最優秀賞一般の部  最優秀賞

一般の部  優秀賞一般の部  優秀賞

一般の部  特別奨励賞一般の部  特別奨励賞

�白川文字学を取り入れた
� 書道教育・制作・論考

埼玉県　埼玉県立春日部女子高等学校教諭
深田　邦明	氏

1　はじめに
　私は大学時代に中村伸夫氏（筑波大学名誉教授・日展会員）から白
川文字学を学んだ。篆書、特に金文の学習における字源調べの意義は、
字形・点画の本来の意味を理解し、筆で書く際の留意点を自ら知るこ
とである。例えば、「立」は『字統』に「大と一とに従う。一はその立
つところの位置を示す。」とあるから金文の「立」の下の横画は真っす
ぐに水平に書くべきと分かる。

2　実践の内容
（1）高等学校における字源調べを取り入れた書道の授業について
　私は授業では専門書である『字統』で字源を調べ、生徒に説明して
きたが、生徒にとっては受け身の感があった。「生徒自ら字源を調べ
る主体的な学習」を可能にしたのが生徒向けの『常用字解』（2003 年）
と『人名字解』（2006 年）である。私はこれらによる字源調べを書道
教育にいち早く取り入れ、2008 ～ 10 年度に埼玉県立越谷西高等学校
において授業
研 究 を 行 い、
2009、2011 年
の全日本高等
学校書道教育

　　　 高校における書道教育で白川文字学を活用した実践である。生徒の
学習意欲を醸成し、白川文字学を活用する面白さを体験させるという工夫
は見事であり、その結果生まれた作品もすばらしい。その成果は全国レベ
ルの教育研究会において発表され、広く共有された。継続性、汎用性、白
川文字学の普及への貢献度など、どれをとっても優秀な実践である。

講 評

（講評：加藤	徹	氏）

（講評：加藤	徹	氏）

研究会で発表した。高等学校の書道
教育において、「生徒が字源を調べ
ることで篆書の字形・点画の意味を
理解でき、臨書・創作の際に字形・
点画の面で正しく書け、意欲的に取
り組める」ことを実証したことは大
きな成果と言える。

（2） 字源調べを取り入れた自らの書作品
制作や書道論考について

　私自身の制作でも常に『字統』で字源
を調べ、字形・点画に誤りがなく、かつ
創意工夫した書作品を心掛け、日展（2022 年まで入選 8 回）等の大規
模展覧会で発表してきた。書道史研究では、昭和の大家、西川寧によ
る金文を素材とした書作品について、白川の字源、金文の釈字・訓読・
書風を取り入れ研究し、書道専門誌『墨』に発表した（「西川寧による
金文を素材とした書作品について」2011 年、第 3 回「墨」評論賞準大
賞受賞、「筑波大学蔵西川寧臨庚贏卣銘について」2011 年）。

3　おわりに
　白川文字学を国語の漢字教育で取り入れた例は多い。しかし、私は、
白川文字学を書道教育・制作・論考の多方面においてこれだけ生かし
た例はこれまでにないと確信している。現在は、「白川文字学を取り入
れた書道の書体の学習」について考えている。

『日中２か国語詩吟』の実践
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福井県　永平寺親禅の宿	柏樹關
禅コンシェルジュ
杉本　紀幸	氏
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い
筆
致
か
ら
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
寄
せ
る
作
者

の
期
待
感
が
、﹁
輝
﹂
と
い

う
字
の
意
味
や
書
に
対
す

る
愛
着
と
共
に
伝
わ
っ
て

く
る
清
々
し
い
作
品
で
す
。

鮮
や
か
な
色
使
い
で
、
見

る
人
の
心
も
元
気
に
な
り

ま
す
。

	

福
井
県
　
福
井
市
東
藤
島
小
学
校
六
年
　
秦  

　
涼
羽 

さ
ん

「
懐
」で
伝
わ
る
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
思
い

講
評
　
　
　 

秦
涼
羽
さ
ん
の
作

品
か
ら
は
、
目
と
涙
の
部
分

が
本
当
に
悲
し
そ
う
で
、
亡

く
な
っ
た
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
し
の
ぶ
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
漢
字
の

成
り
立
ち
を
自
分
の
経
験

に
引
き
寄
せ
て
と
ら
え
、
文

字
で
表
現
し
て
い
る
こ
と

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

講
評
　
　
　 

山
根
妃
稀
さ
ん
は
、
こ
の
作
品

を
制
作
し
な
が
ら
﹁
巡
る
季
節
の
中
で

古
代
の
人
々
は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
、

何
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
﹂
と
、
古

代
人
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
漢
字
へ
の
深
い
探

究
心
を
感
じ
ま
し
た
。

	

福
井
県
　
福
井
市
東
藤
島
小
学
校
六
年
　
舟
木  

　
桜 

さ
ん

私
の
好
き
な
事

講
評
　
　
　 

舟
木
桜
さ
ん
の
作

品
は
、﹁
古
代
の
子
ど
も
た

ち
も
自
分
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
、
は
し
ゃ
い
で
楽
し

く
遊
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
﹂

と
、
時
間
や
空
間
を
飛
び

越
え
て
古
代
人
と
対
話
し

て
い
る
よ
う
な
と
て
も
楽

し
そ
う
な
作
品
で
す
。
勢

い
の
あ
る
線
と
明
る
い
色

彩
も
素
敵
で
す
。



小・中学生の部  優秀賞  漢字川柳部門小・中学生の部  優秀賞  漢字川柳部門

小・中学生の部  優秀賞  自由部門小・中学生の部  優秀賞  自由部門

小
・
中
学
生
の
部  

優
秀
賞  

漢
字
作
文
部
門

小
・
中
学
生
の
部  

優
秀
賞  

漢
字
作
文
部
門

小・中学生の部  優秀賞  漢字川柳部門小・中学生の部  優秀賞  漢字川柳部門

小・中学生の部  優秀賞  自由部門小・中学生の部  優秀賞  自由部門

小
・
中
学
生
の
部  

優
秀
賞  

漢
字
作
文
部
門

小
・
中
学
生
の
部  

優
秀
賞  

漢
字
作
文
部
門

栃
木
県
　
小
山
市
立
小
山
城
南
小
学
校
五
年

	

松
浦
　
來
那 

さ
ん

　
わ
た
し
の
母
の
名
前

　

わ
た
し
の
母
の
名
前
は
「
し
ゅ
く
」
で
す
。
漢
字
で
書
く
と
、「
淑
」

と
書
き
ま
す
。
同
じ
名
前
の
人
を
、
一
人
だ
け
本
で
見
た
事
が
あ
る
そ

う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

母
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
名
前
の
事
で
か
ら
か
わ
れ
た
事
が
あ
る

け
れ
ど
、
音
の
ひ
び
き
や
こ
の
字
が
好
き
な
の
で
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

母
の
名
前
を
考
え
た
祖
父
に
、
な
ぜ
こ
の
名
前
に
な
っ
た
の
か
を
た

ず
ね
て
み
た
ら
少
し
だ
け
照
れ
く
さ
そ
う
で
し
た
。
で
も
、
母
の
小
さ

い
こ
ろ
の
ア
ル
バ
ム
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
「
水
が
清
い
こ
と
」
と
由

来
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

だ
れ
の
名
前
に
も
必
ず
意
味
や
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
の

だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
自
分
の
名
前
を
好
き
に
な
る
日
が
く
る
と
い
い
な
ぁ
。

　
　
　 

松
浦
來
那

さ
ん
の
作
品
は
、
家

族
そ
れ
ぞ
れ
の
人
柄

や
関
係
性
が
伝
わ
っ

て
く
る
温
か
い
作
品

で
す
。
気
に
な
っ
て

い
た
母
の
名
前
の
由

来
が
昔
の
ア
ル
バ
ム

か
ら
わ
か
り
、
作
者

は
そ
こ
に
祖
父
の
あ

ふ
れ
る
思
い
を
感
じ

ま
す
。
た
っ
た
四
百

字
の
作
文
の
中
に
ド

ラ
マ
を
感
じ
ま
し
た
。

講
評

千
葉
県
　
い
す
み
市
立
岬
中
学
校
二
年

	

波
多
野
　
己
沙 

さ
ん

　
自
分
を
極
め
る

　

テ
ー
マ
は
漢
字
。
例
え
ば
自
分
の
漢
字
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

聞
い
た
の
で
、
私
が
自
分
の
名
前
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い

て
書
き
た
い
。

　

自
分
の
名
前
に
つ
い
て
母
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
己
沙
の「
己
」

を
な
ぜ
希
望
の
「
希
」
や
輝
く
の
「
輝
」
な
ど
に
し
な
か
っ
た
の
か
、と
。

別
に
不
満
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
一
般
に
あ
ま
り
使
わ
な
い
漢
字

だ
と
思
っ
た
の
だ
。
母
の
答
え
は
こ
う
だ
っ
た
。
己
沙
の
「
己
」
は
自

分
。「
沙
」
は
砂
の
意
味
。
砂
は
岩
が
水
の
流
れ
に
乗
り
、
長
い
時
間

を
か
け
て
磨
か
れ
て
磨
か
れ
て
た
ど
り
着
く
形
。
つ
ま
り
、己
沙
は「
自

分
を
極
め
る
」
と
い
う
意
味
。

　

私
が
母
に
こ
の
話
を
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、
確
か
小
学
校
五
年
生
く

ら
い
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
私
は
そ
の
前

ま
で
よ
り
ず
っ
と
勉
強
や
運
動
を
頑
張
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

母
に
直
接
言
う
の
は
恥
ず
か
し
く
て
無
理
だ
が
、
文
で
な
ら
言
え
る
気

が
す
る
。

　

こ
の
名
前
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
気
に
入
っ
て
い
る
よ
。

講
評
　
　
　 

波
多
野
己

沙
さ
ん
の
作
品
は
、

自
分
の
名
前
の
由
来

や
漢
字
の
成
り
立
ち

を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
名
前
が

両
親
か
ら
の
初
め
て

の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
だ
と
知
っ
た
喜
び

と
、
名
前
の
よ
う
に

﹁
自
分
を
極
め
よ
う
﹂

と
い
う
強
い
思
い
を

も
っ
た
こ
と
が
素
直

に
伝
わ
っ
て
く
る
作

品
で
す
。

大
宴
　
ご
ち
そ
う
か
こ
む
　
村
仲
間

【
成
り
立
ち
】 

ご
ち
そ
う
の
入
っ
た
器
を
は
さ
ん
で
人
が
座
り
、
祭
り
の
後
の
宴
会

を
し
て
い
る
様
子
か
ら

 

参
考
文
献
： 『
白
川
静
文
字
学
に
学
ぶ　

漢
字
の
な
り
た
ち
ブ
ッ
ク
６
年
生
』

「
郷
」 

千
葉
県
　
い
す
み
市
立
岬
中
学
校
三
年

	

久
我
　
怜
生 

さ
ん

お
お
う
た
げ
　
ご
ち
そ
う
か
こ
む
　
む
ら
な
か
ま

　
　
　 

久
我
怜
生
さ
ん
は

﹁
郷
﹂
の
成
り
立
ち
を
的
確
に

捉
え
て
川
柳
に
し
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
仲
間
と
ご
ち
そ
う

を
囲
ん
で
楽
し
く
語
り
合
う
、

に
ぎ
や
か
な
情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
一
刻
も

早
く
終
息
し
、
こ
ん
な
ふ
う
に

仲
間
と
楽
し
く
会
食
し
た
い
と

い
う
思
い
さ
え
感
じ
さ
せ
る
作

品
で
す
。

講
評

龍
が
来
た
　
風
と
戯
れ
　
鳥
が
飛
ぶ

【
成
り
立
ち
】 

風
は
龍
の
よ
う
な
姿
の
も
の
が
起
こ
す
も
の
、
神
聖
な
鳥
・
鳳
凰
か

ら
風
に
な
っ
た
等
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

 

参
考
文
献
： 「
Ｏ
Ｋ
辞
典
：
漢
字
／
漢
和
／
語
源
辞
典
」

 
 

https://www.okjiten.jp/index.htm
l

「
風
」 

千
葉
県
　
い
す
み
市
立
岬
中
学
校
三
年

	

髙
野
　
波
來 

さ
ん

り
ゅ
う
が
き
た
　
か
ぜ
と
た
わ
む
れ
　
と
り
が
と
ぶ

　
　
　 

髙
野
波
來
さ
ん
の
作

品
を
読
む
と
、
大
空
に
龍
が
う

ね
っ
て
い
る
姿
や
鳥
が
舞
っ
て

い
る
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

﹁
風
と
戯
れ
て
い
る
﹂
と
い
う

表
現
も
味
わ
い
深
く
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
作
品
で
す
。

講
評

「
友
」 

じ
ゃ
あ
ま
た
ね
　
重
ね
た
手
と
手
　�
願
い
こ
め

【
成
り
立
ち
】 

か
ば
う
よ
う
に
曲
げ
た
手
を
二
つ
合
わ
せ
た
字
で
、
仲
良
く
か
ば
い

合
う
仲
間
と
い
う
意
味
か
ら

 

参
考
文
献
：『
小
学
館
例
解
学
習
漢
字
辞
典
』

栃
木
県
　
小
山
市
立
小
山
城
南
小
学
校
五
年

	

隈
本
　
香
凛 

さ
ん

じ
ゃ
あ
ま
た
ね
　
か
さ
ね
た
て
と
て
　
ね
が
い
こ
め

　
　
　 

隈
本
香
凛
さ
ん
は
、

﹁
友
﹂
と
い
う
漢
字
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
お
互
い
に
別
れ
を

惜
し
み
、
ま
た
次
の
出
会
い
を

求
め
る
、
友
と
は
そ
ん
な
も
の

で
し
ょ
う
。﹁
友
﹂
を
、
手
を

二
つ
合
わ
せ
た
様
子
と
捉
え
た

古
人
の
感
性
と
重
ね
、
友
と
の

別
れ
際
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
点

に
セ
ン
ス
を
感
じ
ま
し
た
。

講
評

「
愛
」 

京
都
府
　
立
命
館
小
学
校
四
年

	

山
本
　
拓
海 

さ
ん

心
ひ
か
れ
　
ふ
り
む
い
た
ん
だ
　
そ
れ
が
愛

【
成
り
立
ち
】 

後
ろ
を
振
り
返
っ
て
立
っ
て
い
る
人
の
姿
で
、
立
ち
去
ろ
う
と
し
な

が
ら
も
そ
こ
に
心
惹
か
れ
る
気
持
ち
か
ら

 

参
考
文
献
： 『
白
川
静
文
字
学
に
学
ぶ　

漢
字
の
な
り
た
ち
ブ
ッ
ク
４
年
生
』

こ
こ
ろ
ひ
か
れ
　
ふ
り
む
い
た
ん
だ
　
そ
れ
が
あ
い

　
　
　 

山
本
拓
海
さ
ん
の
作

品
は
、
友
人
や
家
族
な
ど
と

別
れ
た
後
に
、
振
り
返
っ
て

相
手
の
後
ろ
姿
を
見
る
姿
が

情
景
と
し
て
よ
く
伝
わ
り
、

ま
さ
し
く
そ
こ
に
愛
が
あ
る

と
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
す
。

講
評

（講評：斎藤	瑞恵	氏）

（
講
評
：
斎
藤	

瑞
恵	

氏
）


